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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕 内分泌性関節弛緩の問題を弾力線維に焦点を置き, 性ホルモンすなわち estradiolbenzoate

(EB),progesterone(P),testosterone(T),の影響を光顔的,電巌的並びに生化学的に検索した｡

〔方法〕 HLA-Wistar系ラットを用い生後3週で卵巣創出,偽創出を行った.卵巣創出群をさらにEB

秤 (20pg),P群 (10mg),T群 (2･5mg)及びC群 (sesameoil)に分け,各々週2回皮下注をなし,

生後10週で屠殺,股関節包を実験材料とした｡ 生化学的検索としてエラスチン量は Lansingの変法にて

乾燥重量を測定し, コラーゲン量は Woessnerの方法にで hydroxypro止neを定量して&Tl定したo電顕

的検索として従来の uranyl.acetate,leadcitrate染色法とironhematoxyline,leadcitrateによる染

色法 (BrissieR.M.etal,1975)を併用し股関節包の加齢,性差,性ホルモンの影響を観察した｡

〔結果〕 生後10遇の正常雌雄を比較すると股関節包のエラスチン量は雄より雌に多く又,性ホルモン投

与の結果ではEB群で増量,T群で減少,P群では著明な変化が見られなかった｡コラーゲン量は生後10

週で雌より雄に多くEB群で減少,T群で増量, P群では著明な変化が見られなかった｡その結果 E/C

比では,雌>雄,EB群>T群,の結果が認められた｡

一方,股関節包の電顕的な観察によると, 新生仔股関節包 elasticfiberは fibroblastあるいはその細

胞突起に接して存在するものが多く, 同一方向に整然と整列した micro丘brilのほぼ中心部にそれと並行

な elastin丘brilの集合した細い elastic丘berが見られた｡microabril,elastin肋rilの幅は0週～100

週まで殆んど変化なくmicio肋ril集合体 (structuralglycoprotein)の幅は10週以後殆んど変化しない

が,それに包まれた elastic点berの幅は加齢と共に増加する elastin丘brilの集合のため太くなり,完全

に成熟した ものでは周囲の microabrilは痕跡程度で, その配列も全く不規則となっていた｡成熟した

elastic丘berは fibroblast或はその突起より離れ co]ユagenbundleの間に collagen免brilの走行とは関

係なく存在していた｡100遇のものでも僅かに幼君塾の elastic丘berを認めることができたが,その周囲

の microfibrilの配列は乱れていたO成熟正常動物では雌に,又性ホルモン投与を行ったものIeは∴豊臣｣投
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与したものに成熟形が多くみられた｡

以上の結果, 性ホルモンがェラスチソ形成及び成熟過程に重要な影響をおよぽすこと, 特に estrOgen

は elastic丘berの合成並びに細胞外における線維成熟を促進する作用があること, 又その結果ホルモン

バランスの変化が関節包の meChanicalpropertyに何らかの影響を及ぼすであろうことが強く示唆され

た｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

関節包靭帯の一つの構成要素である弾力線維が性ホルモンによってどのような影響を受けるかを実験的

に検索した｡性的に成熟したラット股関節包では elastin量は雄より雌に多く estrogen投与で増加し,

teststerone投与で減少した｡ ラット股関節包の鉄-マトキシリン染色による電顔的観察では幼君弾力線

維は大抵線維芽細胞の突起に接して存在し, 同一方向に整然と並んだ micro丘brilのほぼ中心部にそれと

並行な elastinの基礎単位と思われるelastin丘brilが乗合して認められた｡

micro丘brilとelastin丘brilの太さに加齢による変化はなく,又,血icro丘bril集合体 (Structuralgly-

coprotein)の太さは生後10週以後は殆んど変化しない. しかし,microfibrilに包まれた elastin塊の太

さは加齢と共に増大し,成熟した線維では microRbrilは痕跡程度となりその配列列も不規則とならた｡

成熟した弾力線維は線維芽卵胞の突起より離れ,コラーゲン線維束間に不規則に編みこまれていた｡この

成熟型の弾力線維は雌の成熟ラットとestrogen投与実験群に多くみられたO以上の研究は性ホルモンが

弾力線維の形成および成熟過程に大きな影響を及ぼす事を明らかにしたもので,重要な新知見といえる｡

したがって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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